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BCP（事業継続計画）とは？

• BCP（事業継続マネジメントシステム：ISO22301）

• 地震・洪水・台風などの自然災害をはじめ、システムトラブル・感

染症の流行・停電・火災といった事業継続に対する潜在的な脅威に

備えて、効率的かつ効果的な対策を行うための包括的な枠組み。
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ISO 22301の構成



BCP/BCMをめぐる最近の議論
• 被害範囲の広範囲化

• 東日本大震災

• COVID-19

• システムの複雑化

• 広域的なサプライチェーン

• 部品１つ欠けると、全てが止まる例も

• リスクの大規模化＋想定外

• 東日本大震災

• H30.7豪雨（ただし、過去に例があった(1945年)枕崎台風)

• COVID-19

• 企業等の責任の広範囲化

• サービスを提供する＋お客さんを守る+社会的責任

• リスクの長期化

• リスクが長引いた場合の対応

• BCPで想定する範囲の限界？？
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BCPが機能している（していた）のか？
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• (BCP策定時に)想定する事業継続リスク

• 出典：NTTデータ経営研究所「東日本大震災発生後の企業の事業継続に係る意識調査（第5回）」

地震（超広域）

地震（直下型）

地震以外の自然災害（風水害）

パンデミック（疫病等）

テロ

原子力災害

自社設備の事故・故障・
機能停止（火災）

自社設備の事故・故障・
機能停止（停電）

自社設備の事故・故障・
機能停止（システムダウン）

その他の自社設備の事故・
故障・機能停止

その他

2018.12調査 2017.1調査 2015.1調査 2013.1調査 東日本大震災前



BCPが機能している（していた）のか？
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• 出典：内閣府「事業継続ガイドライン(H25.8改定）



リスクマトリクスとBCPの関係
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通常業務での
マネジメント

領域
BCP

（実質存在）

巨大自然災害・パンデミック・テロ

• 発生頻度が低いが、影響の大きいリスクが頻発。さらに長期化



• 「使える道路空間」を柔軟に活用し，バス専用の走行空間を確保

• 所要時間が短縮し安定．便数増加，利用者増，渋滞緩和の好循環に

(発災直後：2-3時間→現在では約1時間)
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災害時BRT(Bus Rapid Transit)

■通行止状況と交通渋滞
（7/13（金）発災1週間後）

広島

呉

広島呉道路
坂北〜呉 通行止

国道31号
ほぼ全線で渋滞

呉線
運休

■災害時BRTの構成：渋滞を悪化させずバスの速達性を確保

広島バスセンター

呉駅

広島呉道路

仁保IC

坂北IC

坂南IC

天応西IC

天応東IC

呉IC

通行止区間
をバス走行
(7/17-)
本線でUターンし，
逆向きのハーフICを
通行

自専道に
バス専用車線
(7/26-)
規制で使われて
いない車線を転用

国道31号
バス専用レーン
(8/8-)
時間限定で
バスレーンを設置
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H30.7豪雨対応、COVIDと交通対応の知見から

低発生確率but被害甚大リスクが起きた場合のアプローチ

• 対策のフェースで考えた方が想像しやすい？
• 安全確認・救命フェーズ（自然災害なら72h=3日）

• (並行して)情報収集・現況把握フェース（ 〃 <5日）

• 対策立案フェーズ（ 〃 <7日）

• 初期対応実施フェーズ：応急処置+分析+知見の蓄積（ 〃 7日<）

• システムアップデートフェーズ:PDCA（ 〃 14日ぐらい）

• 対策チームの組成
• リソース、課題認識のシェア

• 対策の分担実施 普段からのプラットフォームが重要！

• 情報発信
• 社会とのコミュニケーション：「正しい理解」の発信

• その中での「一次情報発信」のマネジメント（需要のコントロール）
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「教訓」からの体制の議論と制度化

• 「地域防災計画」に「災害時交通マネジメント」を明確に位置づけ
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フ
ォ
ロ
ワ
ー
数

非公式（個人など） フォロワー公式RT数

フォロワー
数

公式アカウントのように
フォロワー数が多くても，

RT数は少ない

非公式アカウントでフォロワー
が少なくても，RT数は大きい

R
T
（
リ
ツ
イ
ー
ト
）
数

「正しい情報」はエビデンスがあれば上手く拡散する

H30.7豪雨の交通に関するSNSのリツイート数

• 加えて、デマ情報は確認されず


